
年 度 平成２８年度 Ｈ２７年度

種 別 国語Ａ 国語Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ

平均 県 24.4問／33問 5.8問／９問 24.2問／33問 5.8問／９問

正答数 全国 25.0問／33問 6.0問／９問 25.0問／33問 5.9問／９問

平均 県 ７４％ ６４％ ７３．３％ ６４．１％

正答率 全国 ７６％ ６７％ ７５．８％ ６５．８％

○ 成果１〈Ａ問題〉 設問番号 ５ 一 ○ 成果３〈Ｂ問題〉 設問番号 ２ 三

【設問の概要】 【設問の概要】
電話を受けた相手のことを 本文の内容について疑問に思ったことと，

考えた言葉を書く。 それを調べるために必要な本の探し方を書く。

【平均正答率（％）】 【平均正答率（％）】
本県 全国 差 本県 全国 差

５ 一 ９３ ９３ ０ ２ 三 ５２ ４９ +３

○ 全国，本県ともに正答率は90％を超えている。職場体験学習や総合的な学習の時間に依頼
や確認の電話をするなど，相手や場に応じた言葉遣いが定着してきている。

○ Ｂ調査において，国語への関心・意欲・態度及び書く能力については，全国を上回った。
小学校同様，「書くこと」を位置付けた授業が実践されつつあることがうかがえる。

○ 成果１〈Ａ問題〉 相手や場に応じた言葉遣いなどに気を付けて話すこと

○ 成果２〈Ａ問題〉 文脈に即して漢字を正しく書いたり読んだりすること

○ 成果３〈Ｂ問題〉 課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考えること

▲ 課題１〈Ａ問題〉 互いの発言を検討して自分の考えを広げること

▲ 課題２〈Ａ問題〉 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと等

▲ 課題３〈Ｂ問題〉 文章の中心的な部分と付加的な部分を読み分け，要旨を捉えること

▲ 課題４〈Ｂ問題〉 目的に応じて文章を要約すること

国 語【中学校第３学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要例



▲課題１〈Ａ問題〉 設問番号 ７ 二

〈本県の誤答傾向〉
【設問の概要】 正答 選 択 肢 類型（％）
話合いを踏まえた発言として適切 １ と解答しているもの ６

なものを選択する。 ２ と解答しているもの ４
◎ ３ と解答しているもの ５８

【平均正答率（％）】 ４ と解答しているもの ３３
本県 全国 差 上記以外の解答 ０

７ 二
５８ ６２ -４ 無解答 １

（類型は小数第１位を四捨五入したため，類型の
合計が100にならないこともある）

前田さんとの会話の中で，互いの発言を検討して考えを広げる問題である。
○ 誤答４を選んだ生徒は，場面①，②の流れから「折り紙」がよいことを理解してい
るものの，直前の前田さんの「折り紙だけに言えるよさ」という部分や黒板の内容を
見落としているものである。

【改善点】
○ 話合い活動の様子を記録した動画等を用い，話合い活動を振り返り，互いの発言の
意図・趣旨について検討するなど，話合いの過程を生徒自身が評価する活動が必要で
ある。

○ 音声言語を用いた「話すこと・聞くこと」の学習では，話合い活動をすることが目
的にならないように，考えを広げたり，課題を解決したりするために互いの意見を生
かし合うなど，評価の観点を事前に生徒に明示することが大切である。

課題が見られた問題の概要（Ａ問題）

問題点とその改善点（Ａ問題）

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント（Ａ問題）



▲課題１〈Ａ問題〉

設問番号 ９ 三 ウ，オ

【設問の概要】
慣用句の正しい用い方として適切

な語句を選択する。

【平均正答率（％）】
本県 全国 差

９ 三
ウ ５５ ５９ -４
オ ５２ ５４ -２

設問番号 ９ 五

【設問の概要】
文の成分の照応について適切なも

のを選択する。

【平均正答率（％）】
本県 全国 差

９ 五 ４４ ５１ -７

〈９二について〉

本県の生徒は，教科書で学習した内
容や事柄については一定の理解や定着
が図られている。
しかしながら，慣用句等の語彙に関

する問題は，昨年度も全国より低い結
果であった。内容の理解や思考・表現
の内容を広げたり深めたりするため
に，質を保った読書活動の充実など語
彙を広げる取組を充実することが大事
である。
○ ウでは誤答１「塩をまく」が，オ
では誤答２「矢が刺さる」や誤答３
「矢が飛ぶ」が多かった。

〈９五について〉

文の成分に関する問題五では，「と
ても」という修飾語が「驚きました」
という被修飾語に近づいた文節相互の
係り受けについての出題であるが，指
示する語と指示される語の関係である
と誤って捉えている生徒が３２％であ
った。
また，修飾・被修飾の関係と主語・

述語の関係，並立の関係の区別ができ
ていない生徒もそれぞれ１割を超えて
いた。

【改善点】
○ 各教科等の学習や読書活動等をす
る中で出会った慣用句やことわざを
取り上げ，その意味を考えたり，具
体的に活用する場を工夫したりする
必要がある。

○ 言語事項の指導については，確実
に定着するまで繰り返し学習を進め
ていく。
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問題点とその改善点（Ａ問題）



▲課題３〈Ｂ問題〉 設問番号 □１ 一

【設問の概要】 【平均正答率（％）】
資料の表と裏から分かる「暮ら 本県 全国 差

しの中の伝統文化展」の開催のね
１ 一

７０ ７６ -６
らいとして適切なものを選択する。

〈本県の誤答傾向〉
正答 選 択 肢 類型（％）
◎ １ と解答しているもの ７０

２ と解答しているもの １０
３ と解答しているもの １４
４ と解答しているもの ６
上記以外の解答 ０
無解答 ０

文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，要旨を捉える問
題である。
○ 誤答３を選択した生徒については，ちらしの表面にある「第１期」
「第２期」「第３期」を成立順と捉えたものである。裏面のリード文
を読んで考えれば，誤答が減ずるものと考える。

【改善点】
○ 文章の構成や展開，表現の仕方とその効果から，書き手の目的や
意図を考え，文章の要旨を捉えたり，目的や意図をもって文章を表
現の工夫をさせたりする必要がある。

指導例：説明文教材の中で文章の中心的な部分と付加的な部分の読
み分けをするとともに，レポート作成の学習などで見出しや
リード文等の働きを定着させる。

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要（Ｂ問題）

問題点とその改善点（Ｂ問題）



▲課題４〈Ｂ問題〉 設問番号 □２ 二



【設問の概要】
資料を情報カードにまとめる内容

として適切なものを選択する。

【平均正答率（％）】
本県 全国 差

２ 二 ５９ ６４ -５

〈本県の誤答傾向〉
類型

正答 選 択 肢 （％）
２，４と解答している

◎ ５９もの

上記以外の解答 ４１

無解答 ０

宇宙エレベーターの昇降機について，本文の内容を要約して正しいものを選択する問
題である。説明的文章における要約や要旨をまとめる問題については，小・中学校を通
じて最も大きな課題となっている。
○ 誤答傾向について，全国的な傾向から見ると，選択肢「２」を選んだが，「４」を選
ばなかった生徒が全体の２割を超えている。雑誌の記事中の「ケーブルで地上と宇宙
を結ぶ」の「モーターで動く昇降機」の内容と「大量輸送もＯＫ」の「電力で動く宇
宙エレベーター」，「ロケットよりも安い費用」の「宇宙エレベーターは外から供給さ
れる電力で動かすこと」をむすびつけられなかったことによる誤答である。「２」につ
いては「大量輸送もＯＫ」という見出しにもあるため，比較的，把握し易かったもの
である。

【改善点】
○ 文章の一部分を詳しく読むことばかりでなく，短い時間で文章全体の内容を大まか
につかむことが必要である。また，全体を一度に要約できない場合，いくつかのまと
まり（意味段落）にまとめて読む読み方を指導する。

○ 「宇宙エレベーター」というキーワードを基に関係する部分を見つけ出し，内容を
まとめる問題のように，文章全体の中から必要な情報を正確に読み取ることができる
ようにする。

コラム② 「内容を教える」それとも「形式を教える」？

教材研究の際，何を学習課題に据えようか迷ったことはありませんか。
教材の内容にばかり重きが置かれると，他の文章へ活用する力が身に付
かないし，読み方や書き方ばかりでは単調な授業になりそうで･･･。
そのようなときには，指導するその教材だけで考えるのではなく，国

語科の３年間全体の指導計画の中で，本教材がどのような位置付けにあ
るのか考えてみてください。
指導すべき内容（学習のねらい）が見え，生徒自身が目的をもって読

むことができるような課題が設定しやすくなります。

問題点とその改善点（Ｂ問題）


